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Ｓ － Ｇ Ａ Ｐ の 取 組 拡 大

多くの農業者が取り組みやすく、国際水準ＧＡＰにも対応した新たなＳ－ＧＡＰ制度を作り、農業者が取組の段階に応じた指
導・支援が受けられるようにすることで、安全で効率的な農業経営を実現するとともに、安全安心な県産農産物を供給する。

目 的

担当 農産物安全課 安全生産・有機担当
電話 ０４８－８３０－４０４９

【予算額】１５，７３４千円

事業概要

１ Ｓ－ＧＡＰの取組拡大 １５，７３４千円

（１）Ｓ－ＧＡＰスタート宣言による取組の拡大（新規） ７，４０１千円
まずは取り組み始めることを宣言してもらい、生産者に対して取組の

段階に応じた指導を行う。
・取組の段階に応じた、新たな確認・評価制度の創設・周知・運営
・Ｓ－ＧＡＰ取組好事例集を作成し指導に活用
・ステップアップのための現地研修会・セミナーの開催
・Ｓ－ＧＡＰ指導員・評価員の育成による指導体制整備

（２）国際水準ＧＡＰへの対応（新規） ３，７３９千円
国際水準ＧＡＰガイドラインへ対応した基準書を作成し、民間ＧＡＰ認証取得の足掛かりとなる指導をする。
・Ｓ－ＧＡＰガイドライン改定・管理
・追加される２分野（人権保護・農場経営管理）の指導を強化するための専門家派遣（社会保険労務士等）
・環境負荷低減に取り組む団体におけるＧＡＰ認証取得支援

（３）販路拡大に向けた働きかけ（新規） ４，５９４千円
ＳＤＧｓの実現に貢献するＧＡＰの取組を含めた環境保全型農業を食品流通・加工業者にＰＲするとともに、

民間事業者と連携し、消費者にＰＲする。
・応援店舗におけるポスター等を活用した普及・啓発活動
・啓発用Ｓ－ＧＡＰロゴマークを活用したＰＲ
・民間企業と連携した環境にやさしい農産物ＰＲイベントの開催
・学校給食の食育活動を通じた子育て世帯へのＰＲ

新 規

Ｓ－ＧＡＰ実践農場

Ｓ－ＧＡＰスタート宣言

Ｓ－ＧＡＰ+(プラス)
（国際水準）

･･･安全に関する基礎的な
10項目

･･･3分野（食品安全、労働安全、環境保全）
約50項目

･･･5分野
（追加される２分野：人権保護、農場経営管理）
約65項目

●農業者の取組の段階に応じた新たな確認・評価制度

民間ＧＡＰ認証（国際水準）

すそ野を拡げる
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